
令和元年度中学生チャレンジテスト
（第１学年・第２学年）結果について

柏原市教育委員会



１．調　査　目　的
（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

２．調　査　概　要

（１） 調査日 令和２年１月９日（木）

（２） 対象学年 中学校第１学年及び第２学年の全生徒

（３） 調査内容 １年生：国語・数学・英語・アンケート調査

２年生：国語・社会AB・数学・理科AB・英語・アンケート調査

★調査問題掲載先

URL : http://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko/challenge/index.html

大阪府教育委員会が、府内における生徒の学力を把握・分析することにより、
大阪の生徒の課題の改善に向けた教育施策及び教育の成果と課題を検証
し、その改善を図る。

大阪府教育委員会が、調査結果を活用し、大阪府公立高等学校入学者選抜
における評定の公平性の担保に資する資料を作成し、市町村教育委員会及び
学校に提供する。

市町村教育委員会や学校が、府内全体の状況との関係において、生徒の課
題改善に向けた教育施策及び教育の成果と課題を検証し、その改善を図ると
ともに、そのような取組みを通じて、学力向上のためのＰＤＣＡサイクルを確立
する。

学校が、生徒の学力を把握し、生徒への教育指導の改善を図る。

生徒一人ひとりが、自らの学習到達状況を正しく理解することにより、自らの学
力に目標を持ち、また、その向上への意欲を高める。



３－１．１年調査結果（国語）

柏原市 大阪府

4 56.1 55.1

6 47.1 45.3

11 56.8 54.9

18 73.9 73.8

－ － －

4 56.1 55.1

6 47.1 45.3

11 56.8 54.9

18 73.9 73.8

12 69.7 70.0

18 72.0 70.4

2 19.5 17.1

※　○印：成果　　　▼印：課題

◆得点別分布の割合

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

問題形式

選択式

短答式

記述式

評価の観点

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

学習指導要領の領域等

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

平均正答率(％)
柏原市 65.9
大阪府 64.9

◆中学１年生　過去３年間の比較（府比）

分類 区分
対象設
問数(問)

得点率(%)

○学習指導要領の領域等において、すべて大阪府を上回る結果となっ た。

○ 昨年度大阪府を下回った「読むこと」において今年度は１．９％上回った。

○得点別分布では、大阪府と比べて40点未満の生徒が少なく、80点以上の

生徒が多い。

○無解答率は、柏原市が5.7%、大阪府が6.9%という結果であった。

▼選択式問題は大阪府を下回る結果であった。

▼「記述式」問題の得点率が低い。

0

20

40

60

80
話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化

と国語の特質に関

する事項

選択式

短答式

記述式

柏原市

大阪府

H29 H30 R1

国語 1.00 1.00 1.01

0.94

0.96

0.98

1.00

1.02

1.04

大阪府比

大阪府
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３－２．１年調査結果（数学）

柏原市 大阪府

14 50.2 50.6

6 42.7 42.2

11 47.1 50.5

－ － －

－ － －

4 15.5 17.5

10 59.6 61.9

17 49.6 50.0

14 58.4 58.7

15 41.7 43.7

2 18.6 20.2

※　○印：成果　　　▼印：課題

◆得点別分布の割合

平均正答率(％)
柏原市 47.6
大阪府 48.8

問題形式

選択式

短答式

記述式

分類 区分

学習指導要領の領域等

数と式

図形

関数

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向

資料の活用

◆中学１年生　過去３年間の比較（府比）

評価の観点

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

対象設
問数(問)

得点率(%)

0

20

40

60

数と式

図形

関数

選択式

短答式

記述式

柏原市

大阪府

○昨年度課題であった「図形」の領域は、大阪府をわずかに上回った。

▼平均正答率は大阪府をやや下回った。

▼得点別分布は、大阪府と比べて40点未満で上回り、80点以上で下回っ

た。

▼「記述式」問題の得点率が低く、「関数」の得点率が大阪府と比べて低い。

▼無解答率は、柏原市が11.0%、大阪府が10.6%という結果であった。

H29 H30 R1

数学 1.02 1.02 0.98

0.94

0.96

0.98

1.00

1.02

1.04

大阪府比

大阪府
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３－３．１年調査結果（英語）

柏原市 大阪府

13 74.5 73.1

－ － －

23 51.5 53.2

3 39.7 41.8

－ － －

2 38.8 41.1

30 59.7 60.6

5 48.6 48.7

32 61.3 61.7

3 36.4 40.7

2 30.5 32.8

※　○印：成果　　　▼印：課題

◆得点別分布の割合

問題形式

選択式

短答式

記述式

◆中学１年生　過去３年間の比較（府比）

対象設
問数(問)

得点率(%)

学習指導要領の領域等

聞くこと

話すこと

読むこと

書くこと

分類 区分

評価の観点

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

外国語表現の能力

外国語理解の能力

言語や文化についての知識・理解

平均正答率(％)
柏原市 56.6
大阪府 57.5

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向
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80
聞くこと

読むこと

書くこと

選択式

短答式

記述式

柏原市

大阪府

○「聞くこと」の領域で大阪府を上回った。

○得点別分布は、35点未満までは大阪府を下回っている。

○無解答率は、柏原市、大阪府ともに3.2%と同値であり、昨年度8.2%から大

きく改善した。

▼平均正答率や多くの項目において大阪府を下回った。

▼得点別分布は、大阪府に比べて、40点未満で上回り、80点以上で下回っ

た。

▼「記述式」問題においては、以前から改善に向けて取り組んでいるが課題

として残った。

H29 H30 R1

英語 0.99 0.97 0.98

0.94

0.96

0.98

1.00

1.02

1.04

大阪府比

大阪府
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令和元年度中学生チャレンジテスト（１年生）

アンケート結果
柏原市教育委員会

質問番号 　　　　質問事項

問１

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 41.3 39.5 15.4 3.0 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.8

大阪府 48.4 35.5 12.0 2.9 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.2

質問番号 　　　　質問事項

問２

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 41.9 35.7 16.8 4.8 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.8

大阪府 44.5 37.6 13.6 3.2 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.1

質問番号 　　　　質問事項

問３

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 33.1 43.7 18.2 4.2 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.8

大阪府 34.0 45.7 16.1 3.1 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.1

質問番号 　　　　質問事項

問４

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 5.4 15.6 38.3 39.9 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.8

大阪府 13.6 28.4 35.4 21.4 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.2

授業中，自分の考えや意見を伝える場面がある。

授業中，話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり，広げたりしている。

授業で，図書館の資料やインターネットなどで調べる活動がある。

生徒数

柏原市 499

授業中，ノートやプリントに自分の考えを書く場面がある。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない
4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない
4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない
4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない
4. 当てはまらない その他 無回答
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令和元年度中学生チャレンジテスト（１年生）

アンケート結果
柏原市教育委員会

質問番号 　　　　質問事項

問５

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 35.7 35.3 18.8 7.6 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 2.6

大阪府 37.2 37.9 16.7 5.5 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 2.8

質問番号 　　　　質問事項

問６

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 14.2 31.5 35.9 17.6 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.8

大阪府 15.5 35.8 33.9 13.5 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.3

質問番号 　　　　質問事項

問７

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 46.1 36.1 13.0 4.0 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 0.8

大阪府 42.5 36.4 14.5 5.2 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.4

質問番号 　　　　質問事項

問８

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 18.2 20.0 21.4 17.4 8.0 3.6 10.4 - 0.0 0.8

大阪府 16.9 16.6 22.9 20.1 9.0 5.0 8.3 - 0.0 1.3

授業中，間違っても笑われない。

自ら課題を見つけて，家で勉強をしている。

テレビや新聞，インターネットなどのニュースを見る。

普段（月曜日から金曜日），一日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンを使いますか。

生徒数

柏原市 499

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない
4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない
4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない
4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. ４時間以上 2. ３時間以上，４時間より少ない
3. ２時間以上，３時間より少ない 4. １時間以上，２時間より少ない
5. 30分以上，１時間より少ない 6. 30分より少ない
7. 携帯電話やスマートフォンを持っていない その他

無回答
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４－１．２年調査結果（国語）

柏原市 大阪府

6 46.9 47.6

3 21.1 21.5

11 51.8 52.4

16 59.6 59.5

－ － －

6 46.9 47.6

3 21.1 21.5

11 51.8 52.4

16 59.6 59.5

11 60.9 61.6

16 53.8 54.3

3 15.6 15.2

※　○印：成果　　　▼印：課題

★同一生徒集団の経年比較（平成30年度～令和元年度）

平均正答率(％)
柏原市 50.7
大阪府 51.1

分類 区分
対象設
問数(問)

得点率(%)

学習指導要領の領域等

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

◆特徴的な傾向

評価の観点

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

言語についての知識・理解・技能

問題形式

選択式

短答式

記述式

◆領域別等のレーダーチャート

◆得点別分布の割合

○「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」及び「記述式」の問題は

大阪府を上回った。

○得点別分布では、大阪府と比べて、85点以上の生徒が多い。

▼平均正答率は、大阪府をやや下回った。同一生徒集団の経年比較 でもや

や下降の結果となった。

▼「書くこと」の得点率が低い。

▼無解答率は、柏原市が9.8%、大阪府が9.0%という結果であった。

0

20

40

60

話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

伝統的な言語文化

と国語の特質に関

する事項

選択式

短答式

記述式

柏原市

大阪府

H30(1年次) R1(2年次)

国語 1.00 0.99

0.92

0.94

0.96

0.98

1.00

1.02

大阪府比

大阪府
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４－２．２年調査結果（社会）

柏原市 大阪府

19 47.9 47.8

16 55.6 53.2

- - -

9 40.9 40.3

4 57.4 57.0

22 55.3 53.7

27 53.8 53.4

6 56.2 52.9

2 18.2 15.4

※　○印：成果　　　▼印：課題

※平成30年度(1年次)の社会科の調査はございません。
※令和元年度(2年次)については、A問題とB問題の
　 平均正答率を足して2で割った数値で表しています。

評価の観点

社会的事象への関心・意欲・態度

社会的な思考･判断･表現

資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

分類 区分
対象設
問数(問)

得点率(%)

学習指導要領の領域等
地理的分野

歴史的分野

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向

問題形式

選択式

短答式

記述式

平均正答率(％)
柏原市 51.4
大阪府 50.2

◆得点別分布の割合

0

20

40

60
地理的分野

歴史的分野

社会的な思考･判

断･表現

資料活用の技能

社会的事象につ

いての知識・理解

選択式

短答式

記述式

柏原市

大阪府

○地理的分野、歴史的分野の両領域で、大阪府を上回った。特に歴史的分

野では大阪府を2.4％上回った。

○「短答式」「記述式」で大阪府2％以上上回った。

○得点別分布では、大阪府と比べて40点未満が少なく、80点以上が多い。

○無解答率は、柏原市が5.6%、大阪府が5.9%という結果であった。
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４－３．２年調査結果（数学）

柏原市 大阪府

11 66.5 67.4

11 68.7 69.2

11 42.7 43.5

－ － －

－ － －

9 45.0 47.0

13 62.2 62.9

11 68.1 67.7

16 65.3 65.2

15 54.8 56.2

2 40.1 42.8

※　○印：成果　　　▼印：課題

分類 区分
対象設
問数(問)

得点率(%)

★同一生徒集団の経年比較（平成30年度～令和元年度）

平均正答率(％)
柏原市 58.9
大阪府 59.6

学習指導要領の領域等

数と式

図形

関数

資料の活用

問題形式

選択式

短答式

記述式

評価の観点

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向

◆得点別分布の割合

0

20

40

60

数と式

図形

関数

選択式

短答式

記述式

柏原市

大阪府

○「数量や図形などについての知識・理解」及び「選択式」問題は大阪府を上

回った。

▼平均正答率含め、ほとんどの項目で大阪府を下回った。同一生徒集団の

経年比較も下降している。

▼「記述式」問題及び「関数」の得点率が低い。

▼得点別分布では、大阪府と比べて40点未満が多く、80点以上が少ない。

▼無解答率は昨年度よりも改善したが、柏原市が8.5%、大阪府が8.2%という

結果であった。

H(1年次) H30(2年次)

系列1 1.02 0.99

0.94

0.96

0.98

1.00

1.02

1.04

大阪府比

大阪府
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４－４．２年調査結果（理科）

柏原市 大阪府

6 46.0 48.0

13 43.8 43.5

13 58.1 54.1

- - -

14 41.4 42.0

2 57.8 55.4

16 59.3 55.6

21 52.5 51.5

9 53.4 50.4

2 30.2 28.6

※　地学的領域については、B問題のみの出題となるため、非公表としています。

※　○印：成果　　　▼印：課題

分類 区分
対象設
問数(問)

得点率(%) ※平成30年度(1年次)の理科の調査はございません。
※令和元年度(2年次)については、A問題とB問題の
   平均正答率を足して2で割った数値で表しています。

問題形式

選択式

短答式

記述式

評価の観点

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

※

平均正答率(％)
柏原市 51.0
大阪府 49.4

地学的領域

学習指導要領の領域等

物理的領域

化学的領域

生物的領域

◆得点別分布の割合

◆特徴的な傾向◆領域別等のレーダーチャート

0

20

40

60
物理的領域

化学的領域

生物的領域

選択式

短答式

記述式

柏原市

大阪府

○平均正答率及び多くの区分で大阪府を上回った。

○「生物的領域」「自然現象についての知識・理解」では大阪府を大きく上

回った。

○得点別分布では、大阪府と比べて40点未満で大きく下回っている。

○無解答率は、柏原市が6.4%、大阪府が6.6%という結果であった。

▼「物理的領域」「科学的な思考・表現」では大阪府を下回った。

▼「記述式」問題及び「化学的領域」の得点率が低い。
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４－５．２年調査結果（英語）

柏原市 大阪府

11 65.4 65.5

－ － －

25 53.3 55.4

4 27.4 35.3

－ － －

3 22.4 30.3

29 56.2 58.3

5 57.0 58.2

31 59.3 61.2

2 49.9 52.1

4 18.6 25.5

※　○印：成果　　　▼印：課題

★同一生徒集団の経年比較（平成30年度～令和元年度）

分類 区分
対象設
問数(問)

得点率(%)

平均正答率(％)
柏原市 52.2
大阪府 54.9

学習指導要領の領域等

聞くこと

話すこと

読むこと

書くこと

評価の観点

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

外国語表現の能力

外国語理解の能力

言語や文化についての知識・理解

◆領域別等のレーダーチャート ◆特徴的な傾向

◆得点別分布の割合

問題形式

選択式

短答式

記述式

0

20

40

60

聞くこと

読むこと

書くこと

選択式

短答式

記述式

柏原市

大阪府

○「聞くこと」は大阪府と同水準である。

▼平均正答率及びすべての区分で大阪府を下回った。

▼「書くこと」「外国語表現の能力」「記述式」の区分で大阪府を下回った。

▼得点別分布では、大阪府と比べて40点未満が多く、80点以上は少ない。

▼無解答率は、柏原市が4.7%、大阪府が3.9%という結果であった。

H29(1年次) H30(2年次)

系列1 0.97 0.95

0.92

0.94

0.96

0.98

1.00

1.02

大阪府比

大阪府
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令和元年度中学生チャレンジテスト（２年生）

アンケート結果
柏原市教育委員会

質問番号 　　　　質問事項

問１

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 41.8 33.3 15.4 6.4 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 3.0

大阪府 48.6 35.0 11.4 3.5 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.5

質問番号 　　　　質問事項

問２

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 40.0 37.0 15.9 4.1 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 3.0

大阪府 44.6 39.8 11.3 2.8 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.4

質問番号 　　　　質問事項

問３

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 31.3 44.8 14.9 6.0 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 3.0

大阪府 34.4 45.5 15.1 3.5 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.5

質問番号 　　　　質問事項

問４

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 5.7 14.9 35.4 40.7 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 3.2

大阪府 15.4 29.8 33.2 20.1 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.6

授業中，自分の考えや意見を伝える場面がある。

授業中，話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり，広げたりしている。

授業で，図書館の資料やインターネットなどで調べる活動がある。

生徒数

柏原市 435

授業中，ノートやプリントに自分の考えを書く場面がある。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない
4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない
4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない
4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない
4. 当てはまらない その他 無回答
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令和元年度中学生チャレンジテスト（２年生）

アンケート結果
柏原市教育委員会

質問番号 　　　　質問事項

問５

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 34.5 38.2 17.9 4.1 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 5.3

大阪府 36.6 38.7 16.1 5.5 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 3.1

質問番号 　　　　質問事項

問６

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 13.8 27.8 34.9 20.2 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 3.2

大阪府 13.7 32.4 35.4 17.0 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.6

質問番号 　　　　質問事項

問７

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 39.3 35.6 14.7 7.1 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 3.2

大阪府 38.7 38.9 15.3 5.4 ‐ ‐ ‐ ‐ 0.0 1.6

質問番号 　　　　質問事項

問８

選択肢 1 2 3 4 5 6 7 8 その他 無回答

柏原市 22.8 17.2 19.8 16.3 5.3 2.3 12.9 - 0.0 3.4

大阪府 19.5 18.3 24.7 18.4 7.4 3.7 6.2 - 0.0 1.6

授業中，間違っても笑われない。

自ら課題を見つけて，家で勉強をしている。

テレビや新聞，インターネットなどのニュースを見る。

普段（月曜日から金曜日），一日当たりどれくらいの時間，携帯電話やスマートフォンを使いますか。

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない
4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない
4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. 当てはまる 2. どちらかといえば，当てはまる 3. どちらかといえば，当てはまらない
4. 当てはまらない その他 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

柏原市

大阪府

1. ４時間以上 2. ３時間以上，４時間より少ない
3. ２時間以上，３時間より少ない 4. １時間以上，２時間より少ない
5. 30分以上，１時間より少ない 6. 30分より少ない
7. 携帯電話やスマートフォンを持っていない その他

無回答
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【第１学年】

［例］（そうすれば同じ「梅一輪」という名前でも）和菓子職人の感性に
よって表現が違う（ということがよく伝わると思います。）

話すこと・聞くこと／書くこと

正答

５－１－１．国語科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

無回答率平均正答率四　６　（２）

12.4% 23.0%

26.4%13.5%

柏原市

大阪府

問題の概要は「アドバイスの空欄に入る言葉を書く」である。出題の趣旨は「伝えたい事実や事柄について、

自分の考えを明確にして書く」である。無解答率が高く、正答率が低い問題となっている。

話し言葉を読む力、前後関係から必要なことを書く力が問われる。このように、複数領域にまたがる問題に

課題がみられる。各領域をバランスよく育むために、言語能力の育成が必要と考えられる。
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【第２学年】

正答

柏原市 15.2% 47.4%

大阪府 15.5% 48.4%

［例］うまくいかなくても保育士の先生の話を聞き、姿勢や話し方を工夫して、園児と
向き合った大野さんのあきらめない気持ちがよく伝わりました。

５－１－２．国語科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

話すこと・聞くこと 四　６ 平均正答率 無回答率

問題の概要は、「スピーチを聞き、感想を伝える」であり、出題の趣旨は「相手の発言を尊重し、自分の考え

をまとめる」ことをみとる問題である。無解答率は47.4%で、平均正答率は15.2%であった。本文の該当部分

と、自分の意見をまとめて表現する力が求められる。授業において、目的や意図に応じて材料を集め、それ

を根拠として自分の意見を表現する指導が求められる。
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正答

５－２．社会科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

A　地理的分野 ２　（２）　② 平均正答率 無回答率

柏原市 10.7% 33.9%

大阪府 12.7% 29.3%

［例］ 鉄鉱石と石炭のほとんどを輸入に頼っており ，それらは海上輸送されるの
で臨海部の港の近くに立地すると輸送に便利である。

問題の概要は、「日本の主な製鉄所が臨海部に立地する利点について、鉄鉱石と石炭の輸入の面から書

く」であり、出題の趣旨は「日本の主な製鉄所が臨海部に立地する利点について、表を活用して考察し、適

切に説明することができる」ことをみとる問題となっている。無解答率は33.9%で、平均正答率は10.7%と、無

解答率が高く、正答率が低い問題となっている。表から読み取れることの言語化、読み取ったことを既知の

知識と結びつけて表現する力が求められる。

- 17 -



【第１学年】

５－３－１．数学科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

関数 ９　（２） 平均正答率 無回答率

正答

柏原市 2.4% 46.3%

大阪府 6.9% 41.7%

　　　７０㎠

問題の概要は、「点Ａ、点Ｂ、点Ｃを結んでできる△ＡＢＣの面積を求める」ことであり、出題の趣旨としては、

「比例、反比例のグラフの特徴を用いて具体的な事象について考えることができる」かをみとる問題となって

いる。数学の見方・考え方を使って、身につけた力を活用する能力が必要となる。授業において、問題の解

にのみ焦点を当てるのではなく、その理由等を説明できるよう指導する必要がある。また、公式やきまりに

ついても同様に、「解き方」の指導のみにとどまらないように留意する必要がある。
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【第２学年】

正答

柏原市 18.7% 41.0%

大阪府 19.4% 41.7%

５－３－２．数学科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

関数 ７　（５） 平均正答率 無回答率

問題の概要は「目盛り②の変化の様子をグラフで表す」であり、出題の趣旨は「与えられた図やグラフの情

報を適切に判断し、起こっている事象を、グラフに表すことができる」かをみとる問題である。

概要を想像することは難しくない問題であるが、複数の条件を整理して問題を読み取る力や、読み取ったこ

とを数学の見方、考え方を使って表現することに課題があると考えられる。授業の中で、ある程度まとまりの

ある文章を読み、問われていることがなにかを理解させる工夫も必要である。
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５－４．理科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

B　化学的領域 ３　（２）　④　ⅰ 平均正答率 無回答率

正答

柏原市 18.0% 39.2%

大阪府 19.5% 35.6%

［例］ その金属より酸素と結びつきやすい物質と反応させる

問題の概要は「金属の酸化物から金属を取り出す方法を書く」である。出題の趣旨は「金属の酸化物から

金属を取り出す方法について考えることができる」かをみとる問題である。

多くの教科と共通するとおり、本問も複数の情報を読み取り、既知の情報と結びつけて記述する力が問わ

れる問題となっている。授業の中では、科学的な思考・表現を育む工夫として、知識をまとめる活動や、まと

めたものを表現する活動が必要である。
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【第１学年】

５－５－１．外国語（英語）科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

読むこと ９　（６） 平均正答率 無回答率

正答

柏原市 23.9% 29.1%

大阪府 38.5% 24.4%

［例］ 学校の図書館では、朝授業前に宿題をしない。

問題の概要は「ポスターとユキとザックの会話を読み、学校の図書館のきまりについて、内容を日本語で書

く」であり、出題の趣旨としては「会話文を読み、内容を把握し、理解しているか」を問われる問題である。会

話文の中の１文を読みとることができれば答えられる問題であるが、無解答率が一番高く、正答率が一番

低い問題となった。複数の資料、話題から、必要な情報を読み取る力が求められる。授業では逐語訳に終

始せず、内容の関連や文脈から概要を把握させることが必要である。
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【第２学年】

正答 ［例］電子メールならいつでも受け取れるから。

柏原市 7.1% 36.1%

大阪府 11.2% 30.2%

５－５－２．外国語（英語）科における課題の見られた問題について

学習指導要領の領域等 平均正答率等

読むこと ９　（３） 平均正答率 無回答率

本問では、「会話文と遺失物届を読み、エディが遺失物届の１箇所を記入しなかった理由を日本語で答える」

ことをみとる問題となっている。無解答率は大阪府と比較して5%以上高く、正答率も１割以下となっている。

日常で知識を活用する場面の設定や意欲の掘り起こしが重要となる。授業では、状況によって解釈の異なる

文章に触れる等、文脈を読み取る力の育成が求められる。
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○教育委員会としての今後の取組み

・教員の指導力育成のために、教員が当事者意識を持ち、主体的に参加できる研
　修を企画・運営していく

・チャレンジテストの問題や結果をもとにした授業改善についての研修を進める

・効果的な研修を精選して行い、教員が子どもと向き合う時間を確保する

・優れた実践をしている教員による研修や公開授業をとおして、経験の浅い教員
　にも高い指導技術を習得できるようにする
　　　・経験年数の多い先輩教員の授業参観及び、協議に参加（年３回）
　　　・学校公開にて、授業の参観及び取組み報告会に参加（年３回）

・「書く力の育成」「書くための読む力の育成」をねらった具体的な施策の提案
　及び実施をしていく

・幼小中一貫教育をより一層推進し、系統性・連続性のある学びの研究を進める

・家庭学習習慣の定着に向けた取組みの好事例を収集し、学校や保護者に啓発し
　ていく

・携帯電話等の取扱いについて、リーフレットを作成し、保護者にも啓発を行う。

○学校における今後の取組み

・教員全員が指導力向上と授業改善が進むよう、校内研修や授業研究会を充実さ
　せる

・特にチャレンジテストの分析結果を、授業改善や各取組みに活かす

・教科横断的に「書く」機会を多く設け、組織的に「書く活動」の充実を図る

・チャレンジテストの分析結果について教科会等で話し合い、授業を充実させる
　（特に英語科）

・知識を組み合わせて資料から読み取れることを増やしたり、考えたことを目的
　や意図に応じて工夫して表現し、交流させる活動等を充実させる

・具体的な事象を式やグラフに表したり、根拠となるものを明らかにし、筋道を
　立てて説明するような活動を充実させる

・すべての子どもたちが主体的に取り組める課題を設定する

・知識や技能を日常生活の中で活用する場面を複数回設定できる計画を策定する

・低得点域の底上げと同時に、高得点域の伸長を図る
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～ご家庭にお願いすること～

①基本的生活習慣の定着

・早寝早起きを習慣づけ、生活にリズムをつくる

・体温のリズムやホルモンのバランスが崩れないよう、おおむね８時間以上の睡
　眠を取るように促す

・朝食をとるよう促す

②家庭学習習慣の定着

・発達段階に応じて家庭学習時間のめやす（学年×10分）を決める
　 ※中学第1学年生徒は、7年生とする

・毎日の宿題ができているかを確認する

③スマートフォンやゲーム等のメディアについてのルールづくり

・テレビ、ゲーム、携帯電話、スマートフォン、パソコン等の使用時間や使い方
　について家庭内でよく話し合い、ルールを決める

・携帯電話やスマートフォンの使用状況について確認する
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